
     単元名   「もののとけ方」（全 1４時間）  単元構想図 

 学びのストーリー   授業デザイン   評価規準・評価方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

願う子どもの姿 

・自ら問題を見い出し、自分の事として問題をとらえ、とことん追究する姿 

・友達を理解しつつ、自分の思いも大切にしながら、仲間と協働して問題を追究する姿 

・新しい価値観にふれ、自分の考えを強化させたり、変化させたりしながら自分の考えを再構築する姿 

【生活経験からとけるものを考えて子どもがもってくるもの】 
・小麦粉 ・ゼラチン ・ホットケーキミックス ・かたくり粉など 
【学校にあるもの】 
・砂糖 ・ミョウバン 
・食塩の時と同じようにやってみよう ・あれ？とけるものととけないものがある 
 ・砂糖はよくとける ・小麦粉はとけにくいね。  ・もっととかせないかな？ 
・ミョウバンはとけるけど、10ｇまでだね。 

・冷やしたら出たね ・蒸発させても出たね ・水がなくなったからかな 
・食塩は冷やしても、蒸発しても出てこないよ！  
・取り出せるものと取り出せないものがあるね 

・水を 200ｍｌにふやしてみよう 
・あたためたらミョウバンはすごくとけたけど、食塩はとけないね 
・他はあまりとけなかった 

・高速でかきまぜる ・水じゃなくてお湯にする ・水の量をさらに
増やす ・冷やしたらどうかな ・水じゃなくて炭酸とか別のもの
にするととけるかも 

・どうやったら調べられるかな？ ・なめる ・なめるのは嫌だな 
・重さをはかったらどうかな？ ・やっぱりとかした食塩の分だ
け重くなった ・食塩以外のものをとかしても同じかな？ 
 ・砂糖はどうかな？ ・他のものもとかしてみたい  

・きらきらしてきれい ・だんだん消えていったね。 ・下の方にいくにつれてちいさくなる  
・食塩はなくなったのかな？  ・水の中にとけたんじゃない？ ・とけてなくなったということ？  
・とけて水の中にまだいるでしょ ・しょっぱいからね 
・食塩はどこにいったのかな？ ・もっと入れてみたい ・もっと入れるとどうなるかな？  

食塩はどこにいったのかな？③ 
・ずっととけるでしょ ・とけなくなって白くにごりそう ・ビー
カーでやってみよう ・水の量が少なくなったからとけなく
なるんじゃない？ ・かき混ぜてもとけなくなった ・限界が
あった ・食塩が水にとける量は決まっている。 ・でもさ、
スーパーロングビニール袋だったらもっととけると思う
よ ・もっととかすには、どうしたらいいかな？  ・他のもの
もとかしてみたい 

他のものをとかしてみよう⑤⑥ 

もっととかすにはどうしたらよいかな？⑦ 

100mlに 5ｇずつ
とかしていく。 

もっととかせるか確かめよう⑧⑨ 

スーパーロングビニール袋で食塩をとかしてみよう①② 

食塩をもっと入れるとどうなるのかな？④ 

どうしてミョウバンが出てきたのかな？⑩⑪（本時） 

あれ？ミョウバンの方だけ 
白いかたまりが出てきた。 

 

・この白いのはなんだろう？ ・ミョウバンかな？ 
 ・もどったんだよ ・きれいだね   
・なんでミョウバンの方だけ出てきたのかな？ 
・時間がたったからじゃない？ ・でも食塩は出てないね 
・水がかわいて少なくなったからでしょ 
・温度が下がったからかな。 
・どうやったら確かめられるかな？ 
 ・水の量が減ればいいんじゃない？ 
・蒸発させたら出てくる  
・冷やせば出てくるかも。 

どうしてミョウバンが出てきたのか確かめよう⑫⑬ 

自己調整 
自分が感じたことや心が動いたことを
素直に表現できるように、じっくり観察した
り、ノートにメモをとったり、動画を繰り返し
見返したりする力をつける。 

響き合う 
 友達の考えと自分の考えを比べながら
聴き、小さな気づきや発見を大切にしてい
こうという雰囲気を大切に話し合う。 

手立てや概念 
イメージ図や表、クロムブックで撮影した
ものを根拠にして説明したり、話し合ったり
できるように助言する。 

高め合う 
 前時までの学習をいかしながら「どうし
てミョウバンが出てきたのか知りたい」とい
う切実感をもって予想し、「確かめるには
どうしたらよいか」という解決方法を仲間
と考え、主体的に問題を解決していけるよ
うにする。 

手立てや概念 
目には見えないものをイメージ図で表現
し、自分の考えを見える化して友達に自分
の考えを工夫して伝えられるようにする。 

自己調整 
物がとける量や様子に着目して条件を
制御しながら物のとける規則性を見つけ
ることができるようにする。 

響き合う 
 友達の考えを聞いて、自分の考えが変
わったか（変容）、変わらなかったか（強
化）、さらによりよい考えを見つけることが
できたかを実感できるように価値づけし、
響き合いのよさを実感できるようにする。 

手立てや概念 
シュリーレン現象を見せながら食塩がと
けていく様子を見て「とける」ということに興
味を持てるようにする。 

手立てや概念 
学習の流れが分かる掲示物、実験結果
の表の掲示、板書の工夫をすることで、自
分の考えをもったり、友達の考えを比べたり
できるようにする。 

数日後・・・ 

【知識・技能】 
物が水に溶けても水と物とを
合わせた重さは変わらないこ
とを理解している。 

【知識・技能】 
物の溶け方について、実験な
どの目的に応じて、器具や機
器などを選択して、正しく扱い
ながら、それらの過程や得ら
れた結果を適切に記録してい
る。 

【知識・技能】 
物が水に溶ける量には、限度
があることを理解している。 

【知識・技能】 
物が水に溶ける量は水の温
度や量、溶ける物によって違う
ことを理解している。 

【知識・技能】 
物が水に溶ける量は水の温
度や量、溶ける物によって違う
こと、また、この性質を利用し
て、溶けている物を取り出すこ
とができることを理解してい
る。 
 

【主体的に学習に取り組む態度】 
物の溶け方についての事物・
現象に進んでかかわり、粘り
強く、友達と関わりながら問
題解決しようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
物の溶け方について学んだこ
とを学習や生活に生かそうと
している。 

【思考・判断・表現】 
物の溶け方について、予想や
仮説を基に、解決の方法を発
想し、表現するなどして問題
解決している。 
 

【思考・判断・表現】 
物の溶け方について、実験な
どを行い、得られた結果を基
に考察し、表現するなどして
問題解決している。 
 

まとめよう⑭ 

・他の物でも取り出せるか
もっとやってみたい 

・砂糖がとける限度を知り
たいから家でもやってみ
る 



 


